
大

会

宣

言

我
が
国
の
労
働
災
害
は
、
多
く
の
関
係
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
も
あ
っ
て
、
長
期

的
に
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
今
な
お
年
間
約
五
十
三
万
人
も
の
労
働
者
が
被

災
し
、
千
六
百
人
を
超
え
る
労
働
者
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。

特
に
、
昨
年
夏
以
降
、
我
が
国
を
代
表
す
る
大
手
製
造
業
等
の
事
業
場
に
お
い

て
、
産
業
界
へ
の
信
頼
を
ゆ
る
が
す
よ
う
な
爆
発

火
災
な
ど
の
大
規
模
な
災
害

・

が
相
次
い
で
発
生
し
て
お
り
、
重
大
災
害
の
発
生
件
数
は
、
こ
こ
二
十
五
年
間
で

最
悪
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
急
速
に
複
雑
、
多
様
化
す
る
現
代
社
会
の
中
に
あ

っ
て
、
職
業
生
活
に
お
い
て
強
い
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
者
の
割
合
が

六
割
を
超
え
る
高
水
準
に
あ
る
ほ
か
、
健
康
診
断
に
お
け
る
有
所
見
者
の
割
合
も

年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
心
身
両
面
に
わ
た
る
健
康
問
題
も
一
層
深
刻

化
し
つ
つ
あ
る
。

我
が
国
経
済
は
長
期
に
わ
た
る
不
況
を
脱
し
、
明
る
さ
を
見
せ
つ
つ
あ
る
が
、

働
く
者
の
安
全
と
健
康
の
確
保
は
、
経
済
活
動
の
好
不
況
に
関
わ
ら
ず
、
ま
た
、

如
何
な
る
時
代
に
あ
っ
て
も
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

「
安
全
な
く
し
て

。

生
産
な
し
」
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
規
模
の
大
小
、
業
種
の
如
何
に
関
わ

ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
、
事
業
場
に
お
い
て
、
安
全
を
最
優
先
す
る
「
安
全
文

化
」
を
創
造
し
、
そ
の
定
着
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
す
べ
て
の
人
が
安
心
で
健
康
的
な
職
業
生
活
を
享
受
し
う
る
よ
う
、
経
営
ト

ッ
プ
の
率
先
垂
範
の
下
、
真
に
「
安
全

「
健
康

「
快
適
」
な
職
場
の
実
現
に
向

」

」

け
て
最
大
限
の
努
力
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
、
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
積
極
的
な
導
入
、
定

着
に
努
め
、
ゼ
ロ
災
害
全
員
参
加
運
動
の
普
及
拡
大
を
図
り
、
企
業
の
自
主
的
な

安
全
衛
生
管
理
活
動
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
過
重
労
働

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

・

ス
対
策
、
化
学
物
質
管
理
対
策
、
健
康
の
保
持
増
進
対
策
、
安
全
衛
生
教
育
な
ど

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
職
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
水
準
の
一
層

の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

本
大
会
を
契
機
に
、
関
係
者
一
人
ひ
と
り
が
今
一
度
心
を
新
た
に
、
安
全
で
健

康

快
適
な
職
場
づ
く
り
に
向
け
て
、
英
知
と
力
を
結
集
し
、
全
力
を
挙
げ
て
邁

・
進
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
う
。

右
宣
言
す
る
。

平
成
十
六
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十
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二
十
七
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第
六
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国
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業
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全
衛
生
大
会


